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１．はじめに
　本研究は，広島市教育委員会，広島市立中学校，広
島大学附属東雲中学校，広島大学附属中学校と広島大
学教育学研究科が連携して行うものである。それは，
平成19年度文部科学省伝統文化教材開発事業において
開発したＤＶＤ教材の学習効果を実証・検証するた
め，社会科，選択社会，あるいは，総合的な学習の時
間において，開発ＤＶＤ教材を使った授業を行い，子
どもたちの学習反応をまとめ，その結果にもとづいて，
教材の効果を判定しようとするものである。
　本年度は，開発されたＤＶＤ教材の学習効果を実
証・検証するため，広島大学附属東雲中学校，附属中
学校，広島市立井口中学校において，ＤＶＤ教材を使っ
た研究授業を行った。本稿では，このうち，附属東雲
中学校における社会科研究授業を取り上げ，子どもた
ちの学習反応をまとめ，その結果にもとづいて教材の
教育効果，学習効果を判定する。
　そのため，次のような手順をとった。
　・ＤＶＤ教材を使用した授業の学習指導案と評価計

画を立案する。
　・授業までに，プリテストを実施し，子どもたちの

事前の伝統文化に関する知識・理解，興味・関心，
意欲・態度を調査する。

　・研究授業を実施する。
　・授業後に，ポストテストを実施し，子どもたちの

事後の伝統文化に関する知識・理解，興味・関心，
意欲・態度を調査する。

　・授業の前後において，知識・理解，興味・関心，
意欲・態度などの変容をプリテストとポストテス
トの比較により数量的に分析する。

　・プリテストとポストテストの個人別比較により，

伝統文化に対する認識の変容を質的に分析する。
　・授業に関する学習評価と教育評価から，教育・学

習効果に関する数量的質的考察を行う。
　・教育・学習効果の結果をまとめ，ＤＶＤ教材の有

効性を検証する。

２　研究授業の計画と実施内容
（１）研究授業の内容と構成
　本研究授業では，社会科歴史的分野の授業において
ＤＶＤ教材全編をそのまま使い，歴史学習の導入とし
て利用活用する場合を研究することにした。これは，
中学校社会科歴史的分野の新学習指導要領（平成20年
３月告示）「（１）歴史のとらえ方」における，地域に

「受け継がれてきた伝統や文化」への導入教材として
本ＤＶＤ教材を利用活用し，地域の歴史を詳しく調べ
るようにすすめる場合を想定し，そのような授業を構
想した。
　本ＤＶＤ教材は，利用活用の次のような仮説を立て，
開発を進めた。
　①　郷土の伝統文化の教材を提供すれば，生徒に，

伝統文化の知識や理解を形成することができる。
　②　郷土の伝統文化の教材を提供すれば，生徒に，

伝統文化の意義を考える機会を与え，その意義を
考察することができる。

　③　郷土の伝統文化の教材に伝承している姿を入
れ，それを提供すると，生徒に，伝統文化への興
味・関心を育てることができる。

　④　郷土の伝統文化の教材において伝承とともにそ
の意義に触れると，生徒は伝統文化に深く関わろ
うとする態度を育てることができる。

　この仮説を実証・検討する研究授業を立案，実施，
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評価することにした。
（２）研究授業の概要と教育効果の仮説
　広島大学附属東雲中学校における研究授業は，社会
科歴史的分野の授業を計画し，ＤＶＤ教材を使った郷
土の歴史に関する導入学習（１時間）として行った。
学習成果としては，次のものを期待した。
　Ａ　生徒に，郷土の伝統文化に関する知識・理解を

増進させることができる。
　Ｂ　生徒に，郷土の伝統文化の歴史的意義と現代的

意義を考えさせることができる。
　Ｃ　生徒に郷土の伝統文化への興味・関心を与え，

伝統文化を自ら調べたり考えたりすることができ
るようになる。

　Ｄ　生徒が，郷土の伝統文化に取り組もうとする態
度を形成することができる。

　Ｅ　生徒が，我が国の伝統文化を他国や他地域の伝
統文化と比較し，その意義を考えることができる。

　Ｆ　生徒が，郷土，我が国，世界の歴史に興味・関
心を広げることができる。

　研究授業は，平成20年４月17日（木）に，中学校１
年２クラスで実施し，指導者は，若杉厚至教諭であっ
た。２クラスで行い，その前後に阿部哲久教諭の協力
の下，プリテスト，ポストテストを行なった。
（３）学習指導案
　実施した研究授業の指導案は添付資料１（216頁以
下，参照）の通りである。
（４）評価計画，プリテストとポストテスト
　研究授業の評価計画は，プリテスト，ポストテスト
によって授業による生徒の認識の変容や認識レベルの
成長を評価するように設定した。プリテストは授業の
２日前に行った。ポストテストは授業の最後に配布，
回収した。紙幅の都合上，両テストをここで示すこと
ができない。構成に関して簡潔に述べておく。
　プリテストは，生徒が既に持っている知識・理解，
興味・関心，意欲・態度などを把握することを目的と
した。第１問では，伝統文化に関する知識・理解，興
味・関心，意欲・態度などを４段階の尺度で自己評価
させ，その度合いを調査した。第２問では，広島市の
伝統文化に関する個別的な事例を挙げてその類型化を
させた。事前の生徒の認識では，事例は挙げても，種
類別の類型化はむずかしいと予想していた。第３問で
は，伝統文化の定義を書かせ，その認識レベルを把握
することにした。
　ポストテストは，授業を通した認識レベルの成長，
新たな知識・理解，興味・関心，意欲・態度の形成・
変容を把握することを目的とした。第１問は，授業に
関する子どもたちの評価をたずねた。（１）授業の評価，

（２）ＤＶＤ教材内容の理解，（３）ＤＶＤ教材を使っ
た授業内容の評価，（４）ＤＶＤ教材を使った授業へ
の期待，（５）興味・関心の場面の指摘を行わせた。
第２問では，（１）広島の歴史への興味喚起，（２）伝
統文化の既有知識の確認，（３）新知識の指摘，（４）
興味・関心の高まりを調べ，（５）伝統文化の定義を
書かせ，伝統文化の認識変容を把握しようとした。第
３問では，調査や体験への参加意欲を調査し，ＤＶＤ
教材がもたらした効果を測ろうとした。第４問では，
授業の感想を書かせ，研究授業の率直な感想を出させ
るように配慮するとともに，選択肢問題による立場選
択だけでなく，自由記述を取り入れることで，生徒の
考えを意見として表明できるようにも心がけた。

３　学習効果に関する実証分析
　研究授業は２クラスで実施したが，クラス間の差異
はあまりみられず，一括して分析した方が実態をより
把握できると考え，２クラスを個別に分析せず，２ク
ラスをまとめ全体で分析することとした。
（１）数量的分析
ア　伝統文化に関する事前認識
　伝統文化についてどのような認識を持っているかを
ＤＶＤ視聴前に実施した。その集計が表１である。

　選択肢①～④を設定した。①②が肯定的，③④が否
定的な評価である。肯定・否定のいずれかを選択する
ようにしてある。また，①にいくほど，各項目に対す
る積極的な評価をしていることになる。
　伝統文化に関して，興味・関心，調査経験，調査意
欲，参加意欲のいずれも，過半数のものが肯定的評価
を，特に興味・関心，調査意欲や参加意欲では高い評
価を示した。それに対し，知識・理解，参加体験では，
過半数が否定的な評価を下し，比較的低い数値となっ
ている。伝統文化に対し，関心が高く参加したいと思っ
ているが，何が伝統文化で，どのように参加してよい
か分からないといった生徒の現状認識が読み取れる。
イ　伝統文化の事前知識・理解
　プリテストの段階では，伝統文化をどのようなもの

表１　事前の伝統文化認識

第１問
項目

① ② ③ ④ 合
計数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％

⑴ 興 味・関 心 15 19.0 43 54.4 17 21.5 4 5.1 79
⑵ 知 識・理 解 1 1.3 34 43.0 39 49.4 5 6.3 79
⑶ 調 査 経 験 15 19.0 33 41.8 27 34.2 4 5.1 79
⑷ 調 査 意 欲 23 29.1 41 51.9 13 16.5 2 2.5 79
⑸ 参 加 経 験 13 16.5 19 24.1 37 46.8 10 12.7 79
⑹ 参 加 意 欲 26 32.9 40 50.6 11 13.9 2 2.5 79
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と考えているのかをみていく。種類分けができている
生徒はほとんどおらず，事例のみを記述している生徒
が大半であったので，種類は分析者の方で作成した。
その結果が，表２である。

　事例をみると，多くの生徒は祭りや伝統芸能，工芸
品をあげており，伝統文化の多くが，実際に参加した
り，学校で学習したり見学に行ったりするなどの実体
験に基づくものとなっていることが分かる。また，広
島市を想定した質問であったが，広島以外のものをい
くつか挙げており，必ずしも豊富とは言えない。
ウ　ＤＶＤ教材により獲得した伝統文化の種類と事例
　イで示した伝統文化の種類と事例がＤＶＤ視聴によ
りどのように変容したのかを示したのが表３である。

　この結果から伺うことができることは，次のような
点である。プリテストでは，伝統文化は祭りを事例と
して挙げる生徒が多かったが，ポストテストではＤＶ
Ｄで伝統文化として取り上げられていた伝統芸能に強
い関心を抱いたことが分かる。また，伝統文化ではな
いが，広島の歴史にも強い関心を抱き，ＤＶＤから文
化だけでなく，広島という地域性にも着目し，地域と
伝統文化のつながりに気づいていることが伺える。
エ　伝統文化の事後認識
　自らの体験というレベルで伝統文化を認識している

生徒が研究授業においてＤＶＤ視聴を経て，どのよう
に変容したのかを，ポストテストの結果にもとづき，
分析する。ＤＶＤ教材に対し，生徒がどのように評価
したかについての回答をまとめたのが表４である。
　この表の（２），（３）の結果が示すように，ＤＶＤ
教材に関する内容とその授業内容の評価は極めて高い
肯定的な評価を与えている。また，（１）授業評価，（４）
ＤＶＤによる授業への期待も高い数値を示している。
ＤＶＤ教材による研究授業に対し，非常に高い肯定的
な評価を示したことが分かる。視聴覚教材に慣れてい
る生徒にとっては，講義のみの授業よりも，視覚・聴
覚に訴えるＤＶＤ教材を利用した授業は効果が高いこ
とを伺うことができる。

オ　伝統文化に関する事後評価
　研究授業の結果，伝統文化に対する生徒の評価がど
うなったかについて，事後のポストテストの第２問と
第３問の回答をまとめたのが表５である。

　表１と比較すると，どの項目においても，①②を合
わせると90％以上となり，飛躍的に肯定的な評価が増
大していることが分かる。ＤＶＤ教材は授業方法とし
てだけでなく，伝統文化に関する内容においても非常
に効果的であったことが明らかである。
カ�　ＤＶＤ教材による伝統文化授業への肯定的評価要因
　次に，なぜ生徒が研究授業によりそれほど伝統文化
に対する評価を高めたのかを，ＤＶＤ教材において生
徒が興味・関心を示したと指摘した場面から考察す
る。その回答を整理したものが表６である。

表２　授業前の伝統文化の種類と事例

種　類 事　　　　　例 計

祭 礼

祭り，おみこし，こいのぼり，とんど祭り，
ひな祭り，博多どんたく，とうろう流し，
よさこい祭り，酒祭り，いのこ祭り，と
うかさん，フラワーフェスティバル

51

伝 統 芸 能 神楽，琴 20

工 芸 品 熊野筆，かつら，備後かすり，しゃもじ，
仏壇 31

祝 祭 日 七五三，お正月，たなばた，節分，平和
記念式 9

遺 跡 厳島神社，三ッ城古墳 2
舞 踊 盆おどり，あわおどり 11

料 理 もみじまんじゅう，お好み焼き，かき，
餅つき 14

表３　授業後の伝統文化の種類と事例

種　類 事　　　　　例 計

伝 統 芸 能 能楽，茶道，神楽 69

遺 跡 産業奨励館，縮景園 10

工 芸 品 金仏壇，竹細工，紙 5

歴 史 西国街道，川舟，雁木，歴史全般 22

表４　授業後の授業評価

第１問
評価事項

① ② ③ ④
計

数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
⑴ 授 業 評 価 32 41 44 56.4 1 1.3 1 1.3 78
⑵ＤＶＤ教材

内 容 評 価 51 65.4 27 34.6 0 0 0 0 78

⑶ＤＶＤによる
授業内容評価 46 59 31 39.7 1 1.3 0 0 78

⑷ＤＶＤによる
授業への期待 25 32.1 49 62.8 4 5.1 0 0 78

表５　伝統文化への事後評価

第２問，
第３問項目

① ② ③ ④ 合
計数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％

２ ⑴ 興 味・関 心 32 42.1 43 56.6 0 0.0 1 1.3 76
　 ⑵ 知 識・理 解 31 41.3 43 57.3 1 1.3 0 0.0 75
３⑴調　　　査 21 27.6 54 71.1 1 1.3 0 0.0 76
　 ⑵ 参 加 意 欲 25 32.9 44 57.9 6 7.9 1 1.3 76
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　生徒が興味を示した場面は，広島の地域性と伝統文
化という２つに大別できよう。さらに，生徒がＤＶＤ
教材により獲得した知識として挙げているのは，産業
奨励館，茶道，神楽といった個別的な事柄である。こ
のことから，２つの特徴を指摘することができる。第
１の特徴として，プリテストでもそうであったように，
生徒は伝統文化をこうした具体的な事柄として捉える
傾向が高いことが分かる。もともと持っていた知識に
対し，ＤＶＤ教材によりさらにその知識を豊富にする
情報を与えられたことで各項目の評価が高くなったと
いえよう。もう１つの特徴は，広島と太田川のつなが
りや，城下町の発展など広島の歴史に対しても高い関
心を示しているということである。ＤＶＤ教材を用い
た研究授業によって，生徒は，伝統文化とは地域に根
ざしたものであるという新たな認識を獲得し，伝統文
化を身近なものと受け止め，自ら関わろうとする意欲
を高めたといえよう。
キ　数量的分析結果の考察
　以上の数量的な分析結果から，開発されたＤＶＤ教
材は伝統文化に関する生徒の知識・理解，興味・関心，
意欲・態度などを深める効果的な教材であることが明
らかとなった。もともと生徒は，伝統文化を具体的な
事柄と捉えており，ＤＶＤ教材はそうした具体的な事
柄を視覚や聴覚に訴え，明確に生徒に提示し，生徒の
知的好奇心を満たすものとなっているため，こうした
効果が生じたといえよう。生徒の授業に対する感想で
も，「ＤＶＤを見て，以前に比べて広島の歴史や文化
のことを知ることができて良かった」「分からなかっ
たことが分かってすっきりした」といった記述に見ら
れるように，知らなかったことが分かってよかったと
いう記述が多くみられたこともそれを実証している。
（２）質的分析
ア　伝統文化の認識レベルの変容
　伝統文化に対する生徒個々人の認識がどのように変

容したかを認識レベルにおいて把握することを試み
る。そこで，質的に分析するために，伝統文化につい
て記述させた内容を達成度として分析した。達成度の
調査は次のような手順で行なった。

　①　生徒の記述を，認識レベルの段階Ⅰ～Ⅳのいず
れかに分類する。

　②　各段階において，プリテストとポストテストで
はどの程度変容が生じたか，まずは全体の集計を
もとに，次に個別の生徒の記述をもとに分析する。

　以上の手順をもとに，作成したのが表７である。

　全体的な分析から，プリテストでは，伝統文化とは
何かという問いに対して，多くの生徒が伝統文化とは
現在まで続いている文化であると一般化して認識して
いる。
　前述のように生徒は，伝統文化を個別的な事柄と捉
えているが，伝統文化の概念を記述する際にはそれら
の事柄が昔から今まで続いているものとして，一般化
していることが分かる。ポストテストを見ても，そう
した一般化で認識している生徒が多く，ＤＶＤ教材は
この生徒の認識を覆す内容ではなかったことが読み取
れる。またポストテストでは，伝統文化は継承しなく
てはならない，後に伝えなくてはならないといった，
生徒個々人が主体的に判断した結果，価値を含んだ認
識に至った生徒がＤＶＤ視聴により増加していること
が分かる。伝統文化は地域に根ざしたものであると
いった生徒が獲得した認識や，ＤＶＤの中のインタ
ビューに対する中高生の発言がこうした認識を増加さ
せたといえよう。
イ　個々の生徒の認識変容事例
　全体的な分析では，生徒の認識はそれほど変容しな

表６　ＤＶＤ教材における興味・関心場面

場　　　　　面 計

広
島
の
地
域
性

広島の歴史 20
広島の地形 8
太田川とのつながり 10
広島城 2
縮景園 1
昔と今の町並みの比較 3
産業奨励館 41

伝
統
文
化

文化全般 9
茶道 15
能楽 2
神楽 20

表７　伝統文化の認識レベル

段　　階 認識レベル
の 記 述 例

プリ ポスト
数 ％ 数 ％

Ⅰ　感覚的な認識
のみを示した段
階

その地域に伝わる
祭 り の よ う な も
の。広島には伝統
がないのでは。

2 2.8 0 0.0

Ⅱ　事実を踏まえ
て認識する段階

伝統文化とは祭礼
や神楽などである 1 1.4 3 4.2

Ⅲ　一般化して認
識する段階

伝統文化とは現在
まで続いている文
化である

67 93.1 53 73.6

Ⅳ　価値観に照ら
して認識する段
階

伝統文化とは後に
伝え，大切にして
いくべきである

2 2.8 15 20.8
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かったようにみえたが，本当にそうであるか，認識に
質的な変容はみられなかったのかを，個別の生徒の記
述をもとに考察する。事前のプリテスト段階と，事後
のポストテスト段階との認識レベルにおける変容をタ
イプ別に整理したのが表８である。

　プリテストでもポストテストでも，Ⅲの段階の生徒
が多いことは全体的な分析より明らかである。Ⅲ段階
に留まった生徒の記述を比較してみると，プリテスト
では，昔から受け継がれている習慣や行事といった具
体的な内容で伝統文化を捉える生徒が多い。それがポ
ストテストになると，「地域に根ざした誇り」，「今で
も役立つ」，「意味や気持ちが込められている」，「奥が
深い」ものといった表現が付け加えられ，具体事例と
いうよりは，「誇り」や「役立つ」に見られるように
価値も込められ，文化全般の認識が拡大していること
が分かる。ＤＶＤの視聴により，文化は多岐にわたる
ものであると認識し，一般化のレベルが上がったこと
がその理由であろう。このように，個別の生徒との記
述内容をみると同じ段階でも認識内容が深まり，変容
がみられることが分かった。
　次に，Ⅲ段階からⅣ段階に上がった生徒をみてみる
と，「昔から今の世代まで受け継がれてきた大切にし
なくてはならない伝統的な文化」，「昔から受け継がれ
てきて，私たちも未来に伝えていかなくてはならない」
といった記述にみられるように，伝統文化は受け継が
れたものであるという一般化とともに，大切に引き継
ぐべきものという価値観を述べているものがほとんど
である。こうしたⅢ段階からⅣ段階に上がった生徒に
よくみられる特徴は，ＤＶＤ教材で印象を持った点に
多くの具体事例を挙げる生徒が多い。そうした具体事
例に高い興味・関心を示すことが，体験したいとか，
引き継がなくてはならないという意欲につながってい
るようである。また，ＤＶＤ教材における中高生への
インタビューに共感を示している生徒もおり，そうし
た共感や，昔と今の広島の比較から受け継がれている
ものの再認識が，それを今後もつなげようという意識

を生んでいることも伺える。このように，Ⅲ段階から
Ⅳ段階に上がった生徒はＤＶＤ教材の内容を真摯に受
け止め，そこから発せられるメッセージに応え，積極
的な対応をしていることが伺える。
　さらに，プリテストでは伝統文化の認識を示すこと
ができず，無回答であった生徒の中には，Ⅲ段階，Ⅳ
段階に上がった生徒がいた。どちらの段階に上がった
生徒を見ても，伝統文化の具体事例に高い興味を示し
ている。Ⅲ段階に上がった生徒は，具体事例をＤＶＤ
教材で知り，伝統文化をそうした事例の集合と捉えて
いる。Ⅳ段階に上がった生徒は，具体事例が多くあり，
それを守らなくてはならないと捉えている。
ウ　質的分析結果の考察
　以上から，ＤＶＤ教材で示した具体事例が生徒の質
的変容に大きな役割を果たしていることが分かった。
特に生徒が高い関心を示した具体事例は神楽と茶道で
あり，伝統文化は具体的な事柄であるという生徒のも
ともと持っていた認識に，ＤＶＤ教材がその事例とし
て神楽と茶道の様子を提示するとともに，それに参加
した生徒たちのインタビューを盛り込んだことで視
覚・聴覚に強く訴え，この相乗効果により質的にも大
きく変容したことが明らかとなった。

４　本年度の研究の総括
　以上に示した数量的分析，質的分析の結果とその考
察から，本年度の研究の総括を行うために，まずは，
当初本ＤＶＤ教材を活用した学習の成果として期待し
たＡ～Ｆの事柄について検討しよう。ついでこれらの
事柄について，どのように判断できるかを論究するこ
とにしよう。
　「Ａ　生徒に，郷土の伝統文化に関する知識・理解
を増進させることができる」は十分に成果が上げるこ
とができる。「Ｃ　生徒に郷土の伝統文化への興味・
関心を与え，伝統文化を自ら調べたり考えたりするこ
とができるようになる」「Ｄ　生徒が，郷土の伝統文
化に取り組もうとする態度を形成することができる」

「Ｅ　生徒が，我が国の伝統文化を他国や他地域の伝
統文化と比較し，その意義を考えることができる」は
十分とはいえないが，それなりの成果を上げることが
できる。「Ｂ　生徒に，郷土の伝統文化の歴史的意義
と現代的意義を考えさせることができる」「Ｆ　生徒
が，郷土，我が国，世界の歴史に興味・関心を広げる
ことができる」という２つの事柄は，今回の研究授業
では，解明することができなかった。
　このような学習成果に関する結果から，次の３点を
本研究授業の研究総括としてまとめることができる。
　第１に，ＤＶＤ教材の活用は，授業そのものに対す

表８　認識レベルの変容

認識段落の変容
計

数 ％
無回答→Ⅲ 4 5.6
無回答→Ⅳ 1 1.4
　　Ⅰ→Ⅱ 1 1.4
　　Ⅰ→Ⅳ 1 1.4
　　Ⅱ→Ⅱ 1 1.4
　　Ⅲ→Ⅲ 49 69.0
　　Ⅲ→Ⅳ 12 16.9
　　Ⅳ→Ⅳ 2 2.8
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る興味や意欲を高める授業方法としても，また，授業
内容の知識・理解，興味・関心，意欲・態度を高める
内容においても非常に効果があることが分かった。Ｄ
ＶＤ教材は生徒が視聴以前に持っている認識に強く働
きかけ，それを強化・拡大する効果があることが明ら
かとなった。
　しかし，第２に，伝統文化を個別的な事柄と捉える
認識や伝統文化に対する一般化については拡大するこ
とはあっても，根本的な変容はみられなかった。今後
伝統文化にどう取り組むかというポストテストの問い
に対して，多くの生徒はＤＶＤ教材で高い関心を示し
た茶道や神楽といった個別的な事柄を挙げており，伝
統文化全体に対しどう関わるかといった普遍的な視点
から捉えている生徒はほとんどみられなかった。
　第３に，ＤＶＤ教材を用いた今回の研究授業では文
化全般としての伝統文化の認識という段階までの質的
な変容をもたらすことができなかったといえよう。こ

れは，ＤＶＤ教材がもともと生徒の持つ認識を覆す内
容ではなく，それを強化・拡大する効果をもたらした
ためであると考えられる。そこで，生徒の認識を覆す
内容のＤＶＤ教材を視聴させると生徒の認識にどのよ
うな質的な変容がもたらされるかについて，別の研究
授業を組織して，その結果を検討した上で，判断をす
べきものである。この問題は，今後の研究課題として
残されたものである。
　次年度では，附属中学校および広島市立井口中学校
の研究授業の結果を報告し，そのうえで，各研究授業
相互の比較を行い，研究の総括を行う予定である。

【謝辞】本研究授業の計画，実施，検討に関して，広
島大学附属東雲中学校（校長，林武広先生）と先生方
には多大なご協力とご支援をいただきました。記して，
感謝申し上げます。

【資料１：社会科（歴史的分野）学習指導案】　　授業者：若杉厚至
（１）　授業名　「郷土の伝統文化」
（２）　本時の目標
　・郷土の伝統文化に関する知識・理解を増進させることができる。
　・郷土の伝統文化の歴史的意義と現代的意義を考えさせることができる。
　・郷土の伝統文化への興味関心を与え，伝統文化を自ら調べたり考えたりすることができるようになる。
　・郷土の伝統文化に取り組もうとする態度を形成することができる。
（３）　授業の構造

（４）授業の展開

（５）資料
　①ＤＶＤ「郷土の伝統文化」　　②ワークシート

主　な　発　問 主 な 学 習 内 容

導入（５分） ・ＤＶＤはどのような視点から見ればよいか？ ・ＤＶＤを見る視点として，「郷土（広島）の歴史と伝統文化とのかかわり」「現在の
伝統文化」「伝統文化の意義や意味」の三つを考えながら見る。

展開（35分）

○ＤＶＤを鑑賞しよう。
・川にはどのような役割があったか？

○広島の歴史と伝統文化とはどのようなかかわりがあると言えるだろうか？

・人や物の往来をさかんにし，現在にも伝わるような伝統的な産業や伝統的な工芸品
などをうみだした。

○川を中心とした人・物の流通の営みの中で，生活に密接したところで伝統的な文化
が生まれ，今も多くのものが残されている。

終結（10分）○ＤＶＤをみて，広島の伝統文化としてどのようなことに興味を持ったか？
○伝統文化にはどのような意義や意味があるだろうか？

発　　問　　等 教授・学習活動 資料 獲得させたい知識等

導　
　

入

○今日は，「郷土の伝統文化」ということで，広島の歴史に焦点を当て
て，広島がどうやって発展してきたのか？ということと，今の広島
にはどんな伝統文化があるのか？ということを紹介したＤＶＤを見
てもらいます。それを通して，広島の伝統文化にはどんなものがあっ
て，広島の歴史とどういう風にかかわっているかを考えてみましょう。

・ＤＶＤを次の視点から見てみましょう。

Ｔ：提示する

Ｔ：ワークシートを配布し，
提示する

Ｐ：ワークシートに記入する

①
・広島の発展と伝統文化とは，どのようなかかわりがあるだろうか？
・現在の広島には，どのような伝統文化が受け継がれているのか？
・伝統文化には，どのような意義や意味があるのだろうか？

展　
　
　
　
　

開

○ＤＶＤを視聴する

・①～⑬の空欄に入る言葉を確認していきましょう。

・広島の発展に，特に密接にかかわってきたものとして何がありまし
たか？

・川にはどのような役割がありましたか？

○広島の歴史と伝統文化はどのようなかかわりがあるといえるでしょ
うか？

Ｔ：ＤＶＤをながす
Ｐ：ＤＶＤを視聴し，ワーク

シートに記入する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：補足する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：補足する

②

・太田川，西国街道，町人や商人，広島城，縮景園，川舟，金仏壇，産業奨
励館，雁木…など

・「川」

・人や物の往来をさかんにし，今にも伝わるような伝統的な産業や伝
統的な工芸品などをうみだした。

○川を中心とした人・物の流通の営みの中で，生活に密接したところ
で伝統的な文化が生まれ，今も多くのものが残されている

終　
　

結

・広島の伝統文化としてどのようなものに興味を持ったか？
・ＤＶＤで見たように，郷土の伝統文化と郷土の歴史とは密接にかか

わっているものである。伝統文化を見ていくことを通して，歴史を
探ることができるのではないか。（夏休みのレポートなどで）なにか
一つ興味をもった伝統文化を調べていくことで，地域の歴史を探っ
てみよう。

・事後アンケートを行う。

Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：提示する

Ｔ：配布する

・茶道，能楽，神楽，金仏壇，その他さまざまな産業や工芸品など




